
公家文庫研究 第四輯
田島 公 編

これまで全容が不明であった述世の禁裏文庫所蔵の写本や、公 家の諸文庫 1え

蔵本に関する論考・史料紹介・デーダベースを1又 載するシリーズの第四輯。今回

は刑P原 家旧減本、陽明丈庫所減資料の目録の翻 亥1も 1又 録。
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明治以後における東山御文庫御物の来歴      北 啓太
近世禁裏文庫の変遷と蔵書日録          田島 公

―― 東山御文庫本の史料学的・目録学的研究のために一―

第二部
田理 解t躍厨謂層鋒辞曇書』―

鹿内浩胤
『小野宮年中行事裏書』 (田 中教忠旧蔵『寛平二年二月記』)

影印・翻刻                  鹿内浩胤
臨 型 聯 濡 孵 型 と監 搾盈 本一

  琳 昌弘

尊経閣文庫本『無題号記録』と東山御文庫本『叙位記 中外記』
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『後円融院皮記』永徳元年・二年・四年記
後光明天皇期における禁裏文庫
京都大学附属図書館所蔵『芥記』
近世禁裏における六国史の書写とその伝来
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九条本『官奏抄』の基礎的考察         石田実洋
東山御文庫本『除目部類記』所引『法性寺殿御記』『中右記』
逸文                     尾上陽介
『中右記部類』年次目録           吉日早苗編
高松宮家旧蔵『定能卿記 安元御賀記』 藤原重雄・三島暁子
宮内庁書陵部蔵『叙位儀次第』 (管見記第工軸)紙背文書につ
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東山御文庫本マイクロフィルム内容目録 (稿)(2)
小倉慈司

御 堂 関 白 記 全 註 釈 山中裕編  〔第 2期全 8冊〕

平安時代を代表する一級史料である藤原道長の日記 「御堂関白記」を

原文・読み下しと詳細な註によつて読み解く。
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東京国立博物館古典籍叢刊編集委員会編

国宝 。九条家本延喜式を、紙背文書も含めて写真版で影印出版。紙背

文書には新撮の高精細画像を使用し、朱書きがある箇所は二色刷とし

た。第五回配本に九条家本延喜式の解説と紙背文書全点の翻刻を付す。
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『執政所抄』の成立と伝来について
承安二年最勝光院供養に関する史料
御賀の故実継承と「青海波小輪」について
一一附早稲田大学図書館蔵『青海波垣代之図』翻刻――
「公卿学系譜」の研究
――平安・鎌倉期の公家社会における口伝 ,故実の成立と相承――

第二部

宮内庁書陵部所蔵伏見宮本目録         小倉慈司
東山御文庫本マイクロフィルム内容目録 (稿 )索引

小倉慈司
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日本古代典籍史料の研究
鹿内浩 1者!著

史書・法制史料・儀式書・部類記など歴史学の上台をなす日本古代史

の基本史料を対象に、「文献学的研究」と「書誌学的研究」の二部構成で

研究の方法論を提示する。著者が発見した新史料『小野宮年中行事裏

書』 (田 中教忠旧蔵『覚平二年二月記』)全丁の影印・翻刻も収氣

レA5判 。376頁/定価7,035円        ISBN978-牛 7842-1552-2
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